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＜患者様連絡事項＞

· 三村　れい子様～排便3日なく、本人も気にすることあり、主治医診察にてグリセリン浣腸

１２０ｍｌ処方となっています。入院前は毎日排便あったと話しており、環境の変化や、周囲との交流からの緊張など考えられる。今後も腹部状態や表情の変化など観察してください。

· 木村　格治様～明日、胃内視鏡検査のため8:30～15:30まで国立病院機構八戸病院へ兄様付

き添いにて外出予定です。本日の20時以降、絶飲絶食になります。明日7時

の飲水は可です。明日の朝食後薬は検査終了し昼食後摂取後服用との指示あ

り。禁煙外来も行って来る予定ですので遅くなる場合は病院へ連絡するよう、

外出時伝えて下さい。

· 八木橋　牧雄様～本日10時より心理検査（性格検査）施行しています。午後、知能検査施行

予定です。検査前、喫煙室にて他患者様が怒鳴りあう様子を見、不安強く

感じ検査にスムーズに応じられない様子見られていました。検査中は、質

問事項をぶつぶつとよみあげ徐々に検査に対し被害的に受け止め、攻撃的

な口調になる様子みられています。今後、アルコールプログラム実施して

いく中で自分を暴かれていくような感覚を感じ、不安強く出現してくる恐

れあるので、不安軽減していけるよう表情･言動観察し介入していきましょ

う。

· 畑中　成夫様～左下奥歯･右上奥歯の痛み訴えられ歯科受診希望あり。医事へ連絡し予約して

います。

＜連絡事項＞

・感染委員会より、学術発表にむけて、各スタッフへアンケートを依頼しています。8/9までに記入して、Ｂスタッフオフィス内のアンケート入れに提出してください。

・看護学生業務の環境整備一覧表を作成しています。Ａユニット以外は業者が環境整備についていることもあるため、Ａユニット中心となっています。一覧表はＢユニットスタッフオフィスのファイル置き場にあります。学生が実施後に報告あるので、報告をうけたスタッフは確認と実施表にサインしてください。

・

＜隔離室患者様検討＞

· 安達　貴浩様～昨日より身体的苦痛感を軽減するため、午前1時間午後2時間隔離室開放を行っています。昨日の時間隔離開放中は、表情の穏かさみられ興奮などの問題行動はみられていませんが、イライラ感訴えることありました。また、「タバコが吸いたい」と喫煙要求されることみられています。今までの経過から、行動範囲の拡大により、気分の高揚や自分の要求や思った事が通ると短絡的に考えてしまう事あります。現段階では終日隔離であり、退室訓練中であることを説明してください。

今後のケアとして、退室時間中の内省と、退室中の時間を本人と話し合いながら、やりたいことを話し合いして、無意味な退室とならないようにしていく必要がある。また、その事をケアプランに反映させてください。　　　　　　　　　　　

· 曽我　正子様～日中脱衣行為、独語あり、言動のまとまりのなさは続いている。本日からの定期薬より炭酸リチウム（200）１Ｔから３Ｔへ増薬している。今後のケアとしては、イレウスを含めた身体管理（排便は確認できている）より、精神状態の管理が優先となり、刺激の少ない環境で休んでもらうこと、落ち着いた口調で対応していくことが重要である。夜間の睡眠状態はここ2日は確保できていることは評価していく。













